









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































術集刊』第18期、2008年）、拙稿 ｢喜友名嗣正が見た ｢日本｣ ――琉球独立運動と ｢台湾省琉
球人民協会｣ の活動から――｣（『日本学報』第31号、2012年）等がある。
40）金
キム
妙
ミョ
蓮
リョン
（1933－）への聞き取り（2009年、於：基隆韓国教会）。妙蓮は、1941年に家族と共
に釜山から下関経由で台湾に渡ってきた。日本敗戦後、朝鮮半島へ帰還するために台湾南部に
位置する高雄から基隆にやって来たが帰還船に乗り遅れ、朝鮮半島の情勢がその後不安定にな
ったこともあり「水産」地域で生活をしてきた。
41）盧
ロ
××（1926－）への聞き取り（2012年、於：盧の自宅、本人の希望により名前は伏せた）。
平壌に生まれた盧は、韓国軍捜索隊として朝鮮戦争に参加。1957年に国費留学試験に合格す
るのと同時に除隊、国費留学生として渡台している。盧は学業を修めた後も台湾に残り、「台
湾韓僑協会」の運営の立て直しや在台韓国人の生活支援に尽力を尽くしてきた。
42）同上。この背景には中華民国政府の留用政策も関係している。盧は「（日本軍が残した）輸
送船や漁船はたくさんある」が「中国人はあんまり船に乗れない」ために、中華民国政府が濱
町の「宿舎（基隆市営漁民住宅）」を「韓国の船員たちに、残る人たちには無条件に一軒ずつ
分け」、「無条件に韓国の船員をみな船長に（略）（位を）あげたわけよ」と述べている。
43）同上。尚、日本植民地下の台湾における朝鮮人接客業の研究として藤永壯（2001年）がある。
藤永は、朝鮮人接客業のなかでも「娼妓＝公娼と、これを抱える貸座敷の動向」が注目に値す
ると述べる（p.97）。藤永によれば、「1920年に初めて出現した朝鮮人娼妓」は、「1930年には
129名となって台湾人（119名）を逆転し」、「30年代後半になってやや落ち込むものの、ほと
んどが一貫して増加傾向」にあった。そして、「40年前後には250名に迫る勢いを見せ、台湾
全体の娼妓数の約４分の１を占めるに至った」と述べる。また、朝鮮人娼妓が多かった理由と
して、⑴1910年代末までに、公娼制度を中核とする日本の売春システムが朝鮮に定着してい
たと考えられること、⑵台湾における娼妓の年齢下限が16歳と低かったこと、⑶前借金が日
本人より低額であったことの三点が指摘されている（pp.98-99）。さらに、日本軍「慰安婦」
として台湾から中国、特に広東省へ渡った朝鮮人女性の存在が示唆されている。
44）石嶺バプテスト教会、前掲書、p.63。
45）浅野豊美編著『戦後日本の賠償問題と東アジア地域再編』慈学社出版、2013年、p.275。
46）謝花、前掲紙。この記事は、菊と用錫、良錫の複雑な関係を伝えている。例えば「両親の国
の歴史を一身に背負った」良錫の葛藤を描きながら、菊との間にあった「溝」が描かれている。
また「韓国の友人をよく家に呼び、酒を飲むのが好きだった」用錫が、「自分の祖国に対する
菊さんの複雑な気持ちを知り、ぱったりと友人を呼ばなくなった」とも記されている。菊は「月
日がたって夫の苦労もわかった」と述べており、この記事は「日韓両国のはざま」に立たされ
た三人がそれぞれに抱えた葛藤の様子を描写している。
47）いのちのことば社、前掲誌、p.70。
48）石嶺バプテスト教会、前掲書、p.63。
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49）用錫は漁船のアンカーに指を挟まれ、左手の人差指と中指を切断している。自身の身を案じ
た用錫は、漁船から客船に乗り換えているが、一年に一度しか家に帰ることが出来なくなった。
その結果、菊は病気と「水産」地域の嫌がらせに耐えながら孤独と向き合う生活を送ることに
なる。菊のこうした生活を支えたのが琉球舞踊だった。菊は辛く寂しい時に琉球舞踊を踊り、
自分を慰めていた。本稿第三節で、琉球舞踊が仇となり女中と舞妓の狭間に立たされた菊の経
験について述べたが、戦後の「水産」地域での艱難生活を支えたのも琉球舞踊だった。すなわ
ち、菊にとっての琉球舞踊は、アジア・太平洋戦争や用錫との出会いと同様、︿カイコウエン﹀
や「水産」地域という場において、多義的であり可変的な経験だったと言えよう。
50）引用に際し、句読点を補った。また、文脈から判断し文節を区切った。
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